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●インセンティブ ケーススタディ  最終回

● ●

沖縄の
ユニークベニュー

会場風景

テーブル装飾は白とブルー

勝連城跡：開放的な屋外イベントに良い

セーラー帽をかぶって踊る水兵ダンサーズ

美ら海水族館：水槽の魚を見ながらのカクテルに良い

ガンガラーの谷：アウトドアのユニークベニュー

照明も工夫したProps 空中にはヘリュームバルーンを浮かせた 電飾サンゴ

バルーンで海底の風景を作った
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　万国津梁館で、この所続けて香港の
生命保険会社のAwards Dinner（表彰
／ガラディナー）を企画・運営する機会
があった。香港からのインセンティブは
保険、直販（MLM）、金融、IT業界な
どで、この点では他の国とあまり変わら
ない。欧米・オーストラリアなどをデス

ティネーションとして選んでいるほか、
隔年で日本の各地を順番に訪問するケ
ースが多い。サイズも段々に大型化し
ている。いわばリピーターであるので、
毎回和風のテーマパーティではなく、動
漫（アニメ・カートーン・コミック）など
のテーマでの企画を求められる機会が

増えた。沖縄・札幌などリゾート感のあ
る場所ではそれぞれのローカルカラーを
取り入れ、かつ和風タッチもある、いわ
ばMixed themeでパーティを行うのが
通常のケースだ。

　ここで、万国津梁館で開催した
● ●

― ユニークベニューでの
　　　　　テーマパーティ事例（沖縄） ―

（株）イベントサービス
代表取締役社長　
 森本 福夫

　インバウンドのインセンティブ旅行の目的地は東京・大阪・
札幌などが主流だが、次の行先として沖縄などが選ばれてい
る。直行便は12都市で韓国・中国・台湾・タイ路線があるが、
他の東南アジアや欧米からはトランジットでの来沖になる。
　（一財）沖縄観光コンベンションビューロー（OCVB）は沖縄
のMICE目的地としての認知度の向上を図るため海外でのセ
ミナーや見本市への出展、FAMツアーを行っている。今年は
香港・タイ・マレーシアなど、アジアのBuyerを招聘する計画
と言う。
　インセンティブ旅行のメジャーな観光地は一般観光ツアー
と同様に美ら海水族館・首里城・沖縄ワールド・琉球村・DFS・
アウトレットモールあしびなー・イオンモール沖縄ライカムな
どになっている。

　インセンティブイベントの会議・ガラディナーなどに利用で
きるユニークな会場としては鍾乳洞の「ガンガラーの谷」や
「世界遺産勝連城跡」、「美ら海水族館」などのほか、動く会場
として都市モノレールの「ゆいレール」がある。上級クラスの
インセンティブに人気なのが2000年の九州・沖縄サミット首脳
会合の議場に選ばれた「万国津梁館」だ。万国津梁とは「世
界の架け橋」を表し、首里城正殿の梵鐘に刻み込まれている銘
文から名付けられたもの。外装やインテリアには沖縄の気候
風土に根ざした建材が多く用いられているほか、屋根には琉
球赤瓦を使用し、壁面にはサンゴ礁からできた琉球石灰岩を
使用するなど、代表的なするリゾート型のユニークベニューと
言えよう。このように沖縄には利用可能な多様な会場、設備
が整っている。

「Ocean Fantasy‘海の幻想’」 をテーマに万国津梁館で開催したAwards Dinner

琉球村：観光スポットの中の会場

石川多目的ドーム：大型のインセンティブに向く

ゆいレール：ボジョレヌーボー列車ゆいレール：企業説明会列車

万国津梁館：右手奥がMain Hall.  ポールは主催者の旗を掲揚出来る

Ocean Fantasy Mockup
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Awards Dinnerの一つを紹介しよう。顧客はSUNLIFE。約
350名のカクテルと着席ディナーである。沖縄でのイベントで、
先ず提案を求められるのが「テーマ」だ。海外でも同様だが、
海と森林、豊富な自然を特徴とするリゾートでは①海・オーシ
ャンテーマ、②トロピカルテーマ、③ジャングルテーマなどが
ポピュラーなテーマだ。沖縄らしいテーマとしては④琉球王朝
テーマもある。
　今回採用されたテーマは、「Ocean Fantasy‘海の幻想’」。
そのため装飾のイメージ図（Mock Up）を作りできるだけ忠実
に再現した。
　カクテルルパーティでは海の生物の3D Props（立体装飾物）
を飾り、ディナーでは会場に海底の雰囲気を出すためヘリュー
ムバルーンで空中に浮かす、ブルーの照明を多用するなどした。
　なおこのイベントではないが、フィナーレを飾る打ち上げ花
火をはじめ下記のような演出も可能だ。岬の上の見晴らしの良
い立地とあいまって、今後もこの会場でのイベントは増加する
だろう。

万国津梁館 館長
  山城 昭栄
　今回のOcean Fantasy
テーマパーティで、皆さ
んが楽しんで下さってい
るのを見て、一同とても
嬉しく思いました。万国
津梁館はMICEのなかで
も、MIのイベントにふさわしいユニークベニューである、
と自負しています。2000年九州沖縄サミットのメイン会場と
して建てられ、これまで数多くの国賓ゲストをお迎えしてき
ました。現在は主にインセンティブパーティーを中心に、学
会、国際会議、展示会等、県内外、国外のお客様から幅広
くご利用を頂いております。万国津梁館の魅力である、三
方が海に囲まれた抜群のロケーションと、ホテルのケータ
リングならではのきめ細やかなホスピタリティーで、皆様の
MICEを全力でサポート致します。

 Kevin Cheong
   Assistant Manager | BCD Meetings & Events

　It was a great chance work with Event 
Service for our client’s event in Okinawa 
in 2016 and the outcome is 95% matched 
our mock design.,
　The decoration provided was great and well 
management on those external vendors such as artist, 
dances & local co-workers.
　The team was professional and enthusiastic to helping 
us to solve the technical issues in a short notice during 
the event.
Event Service would be defi nitely our event partner for 
other upcoming events in the future.

琉装記念写真も人気がある

Photo Boothも人気がある

南国らしいパイナップルの着ぐるみでゲーム

主催者の旗を掲揚出来る

ノリノリの参加者 装飾品は大型コンテナに満載して東京から会場輸送した

海の生き物の仮装コンテストで盛り上げた


